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吉
田
兼
倶
の
⽝
神
皇
正
統
記
⽞
受
容

─
⽝
日
本
書
紀
⽞
講
釈
を
中
心
と
し
て

─小
田
島

良

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
室
町
時
代
の
神
道
家
・
吉
田
兼
倶
（
一
四
三
五
─
一
五
一
一
）

が
、
南
北
朝
時
代
の
公
卿
・
北
畠
親
房
（
一
二
九
三
─
一
三
五
四
）
の
主
著
⽝
神

皇
正
統
記
⽞（
以
下
⽝
正
統
記
⽞）
を
い
か
に
受
容
し
て
い
た
の
か
を
論
じ
る
。

兼
倶
と
親
房
は
と
も
に
、
後
世
の
神
道
思
想
の
展
開
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え

た
人
物
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
彼
ら
の
間
の
影
響
関
係
に
つ
い
て

殆
ど
論
じ
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
兼
倶
の
主
著
と
さ
れ

て
き
た
⽝
唯
一
神
道
名
法
要
集
⽞
や
⽝
神
道
大
意
⽞
に
⽝
正
統
記
⽞
の
明
示
的

な
受
容
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
従
来
の
吉
田
兼
倶
の
神

道
思
想
の
研
究
は
、
主
に
こ
の
二
書
を
中
心
に
す
す
め
ら
れ
て
い
た
。

管
見
の
限
り
、
兼
倶
の
⽝
正
統
記
⽞
受
容
に
つ
い
て
専
論
は
見
当
た
ら
な
い

が
、
次
の
二
つ
の
論
中
に
こ
の
点
に
つ
い
て
言
及
が
あ
っ
た
。
一
つ
目
が
、
久

保
田
収
氏⚑
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
次
の
指
摘
で
あ
る
。

兼
倶
は
、
京
大
図
書
館
蔵
日
本
紀
神
代
抄
で
、⽛
神
道
ノ
要
文
ニ
、
心
不
レ

貯
二
一
物
一
而
不
レ
可
レ
止
二
于
虚
無
一
、
天
地
モ
有
、
君
親
モ
有
、
善
悪
之

法
、
如
影
与
響
、
ト
沙
汰
ス
ル
ソ
、
サ
ル
ホ
ト
ニ
神
ノ
内
証
ハ
一
切
不
レ
貯

ヲ
本
ト
ス
ル
ソ
、不
レ
貯
二
一
物
一
処
テ
万
象
ヲ
看
ソ
、⽜と
い
つ
て
ゐ
る
が
、

こ
こ
に
神
道
の
要
文
と
し
て
あ
げ
る
と
こ
ろ
が
神
皇
正
統
記
で
あ
る
こ
と

は
、
同
書
応
神
天
皇
の
条
を
見
れ
ば
明
白
で
あ
る
。

次
い
で
、
近
年
、
齋
藤
公
太
氏⚒
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
。

兼
倶
の
⽝
日
本
書
紀
抄
⽞
で
は
⽝
正
統
記
⽞
の
引
用
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、

出
典
を
伏
せ
、⽝
正
統
記
⽞
を
漢
訳
し
た
上
で
引
用
し
て
い
る
点
が
興
味
深

い
。
た
と
え
ば
⽛
心
不
レ
貯
二
一
物
一
、
而
可
レ
止
二
於
虚
無
一
ト
云
ハ
、
神

道
ノ
要
文
也
⽜
と
い
う
一
節
は
、⽛
其
源
と
云
は
、
心
に
一
物
を
た
く
は
へ

ざ
る
を
云
。
し
か
も
虚
無
の
中
に
留
る
べ
か
ら
ず
⽜（
応
神
天
皇
条
）
と
い

う
⽝
正
統
記
⽞
の
記
述
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
あ
た
か
も
古
代

か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
か
の
よ
う
な
⽛
神
道
ノ
要
文
⽜
と
し
て
引
用
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
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兼
倶
は
⽝
日
本
書
紀
⽞（
以
下
⽝
書
紀
⽞）
の
講
釈
を
た
び
た
び
開
い
て
お
り
、

受
講
者
に
よ
る
聞
書
が
複
数
残
さ
れ
て
い
る
が
、
先
行
研
究
は
そ
れ
ら
聞
書
中

に
⽝
正
統
記
⽞
応
神
天
皇
条
が
引
か
れ
、
か
つ
⽛
神
道
ノ
要
文
⽜
と
冠
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
齋
藤
論
で
は
、
同
様
に
⽝
日
本
書

紀
抄
⽞（⽝
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
⽞）
の
⽛
三
種
神
器
に
関
し
て
も
や
は
り
⽛
胸
中

不
レ
留
二
一
物
一
処
、
即
鏡
也
⽜
と
い
う
よ
う
に
、⽝
正
統
記
⽞
に
基
づ
き
論
じ
ら

れ
て
い
る
⽜
と
指
摘
し
て
い
た⚓
。

以
上
の
先
行
研
究
は
、
あ
く
ま
で
も
箇
所
の
指
摘
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
本

稿
で
は
兼
倶
の
⽝
書
紀
⽞
講
釈
の
聞
書
に
お
い
て
、⽛
神
道
ノ
要
文
⽜
と
さ
れ
た

⽝
正
統
記
⽞
の
応
神
天
皇
条
が
い
か
に
受
容
さ
れ
て
い
る
の
か
、
よ
り
踏
み
込
ん

だ
分
析
を
行
う
。
そ
し
て
、⽝
正
統
記
⽞
の
当
該
部
分
の
引
用
が
、
兼
倶
の
⽝
書

紀
⽞
注
釈
中
で
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ

の
際
に
は
、
先
行
す
る
⽝
書
紀
⽞
注
釈
書
で
あ
る
一
条
兼
良
（
一
四
〇
二
─
一

四
八
一
）
の
⽝
日
本
書
紀
纂
疏
⽞（
以
下
⽝
纂
疏
⽞）
と
、
兼
倶
の
⽝
書
紀
⽞
注

釈
と
の
差
異
が
一
つ
の
焦
点
と
な
る
。

一
、⽝
正
統
記
⽞
の
確
認

兼
倶
の
⽝
書
紀
⽞
講
釈
を
取
り
上
げ
る
前
に
、
本
稿
に
関
わ
る
⽝
正
統
記
⽞

の
当
該
箇
所
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
際
、⽝
正
統
記
⽞
の
引
用
冒
頭
に
番

号
を
振
っ
た
。
ま
た
、
引
用
末
尾
に
引
用
元
の
ペ
ー
ジ
数
を
付
す
。

⽝
正
統
記
⽞
の
瓊
瓊
杵
尊
条
で
は
、
天
孫
降
臨
に
際
し
て
ア
マ
テ
ラ
ス
が
天

孫
・
瓊
瓊
杵
尊
へ
下
賜
し
た
三
種
神
器
に
つ
い
て
、
そ
の
鏡
・
玉
・
剣
の
三
種

を
政
治
的
な
徳
目
の
⽛
正
直
⽜⽛
慈
悲
⽜⽛
智
慧
⽜
に
配
し
て
解
釈
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
鏡
に
つ
い
て
説
く
箇
所
を
①
と
し
て
引
用
す
る
。
さ
ら
に
応
神
天
皇

条
で
⽛
正
直
⽜
に
つ
い
て
詳
述
し
た
部
分
を
つ
づ
け
て
②
と
し
て
引
用
す
る
。

①
⽝
正
統
記
⽞
瓊
瓊
杵
尊
条

鏡
ハ
一
物
ヲ
タ
ク
ハ
ヘ
ズ
。
私
ノ
心
ナ
ク
シ
テ
、
万
象
ヲ
テ
ラ
ス
ニ
是
非

善
悪
ノ
ス
ガ
タ
ア
ラ
ハ
レ
ズ
ト
云
コ
ト
ナ
シ
。
其
ス
ガ
タ
ニ
シ
タ
ガ
ヒ
テ

感
応
ス
ル
ヲ
徳
ト
ス
。
コ
レ
正
直
ノ
本
源
ナ
リ
。（
六
〇
・
一
頁
)⚔

②
⽝
正
統
記
⽞
応
神
天
皇
条

其
〔
引
用
者
注
：
正
直
を
指
す
〕
源
ト
云
ハ
、
心
ニ
一
物
ヲ
タ
ク
ハ
ヘ
ザ

ル
ヲ
云
。
シ
カ
モ
虚
無
ノ
中
ニ
留
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
天
地
ア
リ
、君
臣
ア
リ
。

善
悪
ノ
報
影
響
ノ
如
シ
。
己
ガ
欲
ヲ
ス
テ
、
人
ヲ
利
ス
ル
ヲ
先
ト
シ
テ
、

境
々
ニ
対
ス
ル
コ
ト
、
鏡
ノ
物
ヲ
照
ス
ガ
如
ク
、
明
々
ト
シ
テ
迷
ハ
ザ
ラ

ン
ヲ
、
マ
コ
ト
ノ
正
道
ト
云
ベ
キ
ニ
ヤ
。（
八
三
頁
）

別
稿⚕
で
論
じ
た
が
、
こ
こ
に
⽛
鏡
ハ
一
物
ヲ
タ
ク
ハ
ヘ
ズ
⽜⽛
心
ニ
一
物
ヲ
タ

ク
ハ
ヘ
ザ
ル
⽜と
あ
る
の
は
、禅
籍
で
物
事
へ
の
執
着
を
捨
て
去
る
こ
と
を〈
無

一
物
〉
と
表
現
し
、
そ
の
心
境
を
鏡
に
喩
え
て
⽛
明
鏡
ニ
ヨ
ロ
ヅ
ノ
モ
ノ
ウ
ツ

レ
ド
モ
鏡
ノ
所
ニ
ハ
一
物
モ
ト
ヾ
マ
ラ
ザ
ル
⽜（⽝
明
心
⽞⚖）
等
と
い
っ
た
の
を
念

頭
に
置
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。⽝
正
統
記
⽞
の
⽛
正
直
⽜
も
同
様
に
、
執
着
を

捨
て
た
心
を
澄
ん
だ
鏡
に
な
ぞ
ら
え
た
の
だ
。
そ
の
う
え
で
①
で
は
、
鏡
の
反

射
の
よ
う
に
善
事
・
悪
事
に
対
し
て
明
敏
に
反
応
を
す
る
と
、
そ
の
心
の
は
た

ら
き
を
述
べ
る
。

さ
ら
に
②
は
、⽛
心
ニ
一
物
ヲ
タ
ク
ハ
ヘ
ズ
⽜
と
一
切
の
事
物
へ
の
執
着
を
捨

て
る
と
、
と
も
す
れ
ば
心
は
⽛
虚
無
⽜
の
如
き
も
の
と
な
る
が
、
そ
の
⽛
虚
無

ノ
中
ニ
留
ル
⽜
こ
と
な
く
、
改
め
て
⽛
天
地
⽜
や
⽛
君
臣
⽜⽛
善
悪
ノ
報
⽜
と
い
っ

た
現
実
世
界
の
諸
事
物
へ
目
を
向
け
て
い
く
、と
い
っ
た
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
。
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そ
の
心
は
⽛
鏡
ノ
物
ヲ
照
ス
ガ
如
ク
⽜
迷
う
こ
と
な
く
正
当
な
裁
断
を
下
す
の

で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
為
政
者
の
と
る
べ
き
⽛
正
道
⽜
と
称
さ
れ
た
。

な
お
、⽝
正
統
記
⽞
②
の
前
に
、

二
所
宗
廟
ノ
御
心
ヲ
シ
ラ
ン
ト
思
ハ
ヾ
、
只
正
直
ヲ
先
ト
ス
ベ
キ
也
。
大

方
天
地
ノ
間
ア
リ
ト
ア
ル
人
、
陰
陽
ノ
気
ヲ
ウ
ケ
タ
リ
。
不
正
ニ
シ
テ
ハ

タ
ツ
ベ
カ
ラ
ズ
。
コ
ト
更
ニ
此
国
ハ
神
国
ナ
レ
バ
、
神
道
ニ
タ
ガ
ヒ
テ
ハ

一
日
モ
日
月
ヲ
イ
タ
ヾ
ク
マ
ジ
キ
イ
ハ
レ
ナ
リ
。〔
中
略
〕
マ
コ
ト
ニ
、
君

ニ
ツ
カ
ヘ
、
神
ニ
ツ
カ
ヘ
、
国
ヲ
ヲ
サ
メ
、
人
ヲ
オ
シ
ヘ
ン
コ
ト
モ
、
カ
ヽ

ル
ベ
シ
ト
ゾ
オ
ボ
エ
侍
。
ス
コ
シ
ノ
事
モ
心
ニ
ユ
ル
ス
所
ア
レ
バ
、
オ
ホ

キ
ニ
ア
ヤ
マ
ル
本
ト
ナ
ル
。（
八
二
頁
）

と
あ
り
、
こ
の
⽛
正
直
⽜
が
⽛
二
所
宗
廟
⽜
た
る
天
照
太
神
・
八
幡
神
の
神
慮

に
か
な
う
も
の
と
評
さ
れ
、⽛
君
ニ
ツ
カ
ヘ
、
神
ニ
ツ
カ
ヘ
、
国
ヲ
ヲ
サ
メ
、
人

ヲ
オ
シ
ヘ
ン
コ
ト
モ
、
カ
ヽ
ル
ベ
シ
⽜
と
為
政
者
に
限
ら
ず
、
ひ
ろ
く
君
臣
関

係
や
神
事
に
関
わ
る
倫
理
的
な
態
度
と
し
て
敷
衍
し
て
語
ら
れ
る
の
だ
っ
た
。

⽛
正
直
⽜
そ
の
も
の
は
⽝
正
統
記
⽞
以
前
の
伊
勢
神
道
書
で
も
重
視
さ
れ
て
い
た⚗

が
、
そ
の
心
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
論
じ
る
こ
と
は
⽝
正
統
記
⽞
以
前
に
は
殆

ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

二
、⽝
神
書
聞
塵
⽞
の
⽝
正
統
記
⽞
受
容

兼
倶
の
⽝
書
紀
⽞
講
釈
の
代
表
的
な
聞
書
と
し
て
は
⽝
神
書
聞
塵
⽞（
文
明
一

三
年
（
一
四
八
一
）
講
、
景
徐
周
麟
の
聞
書
）
と
⽝
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
⽞（
文

亀
年
間
（
一
五
〇
一
─
〇
四
）
頃
の
講
、
月
舟
寿
桂
の
聞
書
。
以
下
⽝
神
代
巻

抄
⽞）
が
挙
げ
ら
れ
る⚘
が
、⽝
正
統
記
⽞
①
②
に
も
と
づ
く
表
現
を
、
前
者
に
は

五
か
所
、
後
者
に
は
六
か
所⚙
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
先
の
久
保
田
論

が
引
く
⽛
京
大
図
書
館
蔵
日
本
紀
神
代
抄
⽜
は
⽝
神
書
聞
塵
⽞
と
祖
本
を
同
じ

く
す
る
が
、
後
者
の
方
が
誤
字
等
少
な
く
善
本
と
い
え
る10
。

⽝
神
書
聞
塵
⽞
と
⽝
神
代
巻
抄
⽞
に
お
け
る
⽝
正
統
記
⽞
①
②
の
受
容
は
そ
の

大
半
が
重
な
っ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
先
行
す
る
⽝
神
書
聞
塵
⽞
の
例
に
即

し
て
そ
の
特
徴
を
論
じ
て
い
き
た
い
。
次
に
⽝
神
書
聞
塵
⽞
か
ら
該
当
す
る
箇

所
を
一
覧
と
し
て
掲
出
し
、
引
用
の
冒
頭
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
Ａ
～
Ｅ
と
注

釈
が
対
応
す
る
⽝
書
紀
⽞
の
章
段
名
を
付
し
た
。
ま
た
、⽝
正
統
記
⽞
①
②
に
も

と
づ
く
表
現
に
は
傍
線
を
引
い
た
。

Ａ
⽝
神
書
聞
塵
⽞（⽝
書
紀
⽞
神
代
上
・
第
二
段
・
一
書
第
一
の
注
釈
）

一
書

─
、
コ
ヽ
ニ
ハ
、
天
鏡
尊
ト
別
ノ
名
ガ
出
ゾ
。
一
心
清
浄
デ
。

如
レ
鏡
ホ
ド
ニ
挙
ゾ
。
一
心
根
源
ヲ
、
理
事
ニ
ア
ラ
ハ
レ
テ
、
ヨ
ウ
知
バ

鏡
ノ
如
ゾ
。
神
道
ノ
要
文
ニ
、
心
不
レ
貯
二
一
物
一
、
而
不
レ
可
レ
止
二
于
虚

無
一
。
天
地
モ
有
、
君
臣
モ
有
、
善
悪
之
法
、
如
二
影
与
一
レ
響
ト
沙
汰
ス
ル

ゾ
。
サ
ル
ホ
ド
ニ
、
神
ノ
内
証
ハ
、
一
物
不
レ
貯
ヲ
本
ト
ス
ル
ゾ
。
不
レ

貯
二
一
物
一
処
デ
、
万
象
ヲ
育
ゾ
。
天
心
ト
テ
一
天
ノ
君
ノ
御
心
ハ
マ
ヅ

カ
ウ
ゾ
。
一
天
ノ
主
ニ
ハ
カ
ギ
ル
マ
イ
ゾ
。
万
民
モ
皆
此
心
ゾ
。
コ
ヽ
ノ

ナ
リ
ヲ
天
鏡
尊
ト
云
ゾ
。
胸
中
一
分
不
レ
貯
ゾ
。
一
分
不
レ
貯
処
デ
、
万

象
ヲ
ノ
コ
サ
ヌ
ホ
ド
ニ
、
生
二
天
万
尊
一
ゾ
。
沫

─
、
カ
タ
マ
ル
ナ
リ
。

気
形
質
ヲ
能
保
ゾ
。
五
行
六
根
具
足
シ
タ
ゾ
。
サ
ル
ホ
ド
ニ
、
七
情
ヲ
感

ジ
タ
ガ
、
即
鏡
ノ
内
ニ
、
一
物
ナ
ウ
テ
、
而
虚
無
ニ
モ
ト
ヽ
マ
ラ
ズ
シ
テ
、

万
物
ヲ
生
ル
ヤ
ウ
ナ
ゾ
。（
二
四
・
五
頁
)11

Ｂ
⽝
神
書
聞
塵
⽞（⽝
書
紀
⽞
神
代
上
・
第
五
段
・
一
書
第
一
の
注
釈
）

天
地
開
テ
イ
ク
ホ
ド
ナ
イ
ニ
、
ナ
ニ
カ
鏡
ハ
ア
ラ
ウ
ゾ
。
サ
ル
ホ
ド
ニ
、
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事
ニ
ア
ラ
ハ
レ
タ
物
デ
ハ
ナ
イ
ゾ
。
天
地
未
分
ノ
サ
キ
ニ
、理
ノ
ア
ル
ガ
、

今
事
ニ
ア
ラ
ハ
レ
テ
、
鏡
ト
ア
ル
ゾ
。
サ
ル
ホ
ド
ニ
、
此
鏡
モ
、
今
ノ
影

ウ
ツ
ス
鏡
デ
ハ
ナ
イ
ゾ
。
サ
ラ
ウ
ニ
ハ
、左
右
ノ
手
ニ
ト
ル
何
物
ゾ
。〔
中

略
〕
神
ハ
無
形
ゾ
。
サ
ル
ホ
ド
ニ
、
其
ナ
リ
ニ
事
ノ
鏡
ヲ
鋳
テ
表
ゾ
。
中

ニ
不
レ
貯
二
一
物
一
ゾ
。
而
モ
万
物
ヲ
テ
ラ
ス
ゾ
。
神
道
要
文
ト
テ
、
人
王

十
一
代
ノ
時
ニ
ツ
ク
ル
ゾ
。
心
不
レ
貯
二
一
物
一
、
而
天
地
モ
有
、
万
物
モ

有
ト
云
事
ガ
、
コ
ヽ
ノ
鏡
ノ
ナ
リ
ゾ
。
鏡
ト
ハ
、
伊
弉

─
ノ
御
心
ゾ
。

神
明
ノ
心
ハ
、
鏡
ノ
如
ク
、
サ
テ
不
審
ハ
ハ
ル
ヽ
ゾ
。（
四
〇
頁
）

Ｃ
⽝
神
書
聞
塵
⽞（⽝
書
紀
⽞
神
代
上
・
第
七
段
・
一
書
第
一
の
注
釈
）

宜
図
二

─
、
思
案
ゾ
。
鏡
ヲ
造
ハ
、
日
ノ
神
ノ
ミ
カ
タ
ゾ
。
鏡
ハ
、
一

物
ナ
ウ
テ
、
万
境
ヲ
ウ
ツ
シ
テ
、
モ
ラ
サ
ヌ
ゾ
。〔
中
略
〕
鏡
ヲ
万
代
ニ
残

シ
テ
、
日
神
ノ
象ミ
カ
タ

ヲ
、
一
天
ノ
君
ノ
シ
ル
シ
ニ
セ
ウ
ト
テ
、
鏡
ヲ
鋳
ト
云

義
一
ゾ
。（
七
六
・
七
頁
）

Ｄ
⽝
神
書
聞
塵
⽞（⽝
書
紀
⽞
神
代
下
・
第
九
段
・
一
書
第
一
の
注
釈
）

天
鈿

─
、
岩
戸
デ
、
ヲ
ド
リ
ハ
ネ
タ
神
ゾ
。
勝
二

─
、
女
ハ
飾
ガ
肝

要
ゾ
。
裳

─
ヲ
カ
キ
ア
ゲ
、
乳
ヲ
モ
カ
ク
ス
物
ヂ
ヤ
ゲ
ナ
ヲ
、
カ
キ
ダ

シ
テ
ゾ
。
神
道
ハ
、
再
見
ヲ
イ
ム
ゾ
。
胸
中
ヲ
カ
キ
サ
ラ
イ
テ
、
一
念
ヲ

タ
ク
ハ
エ
ズ
シ
テ
、
向
ゾ
。（
一
一
二
頁
）

Ｅ
⽝
神
書
聞
塵
⽞（⽝
書
紀
⽞
神
代
下
・
第
九
段
・
一
書
第
二
の
注
釈
）

顕

─
ハ
、
王
道
ゾ
。
神
事
ハ
、
冥
府
ゾ
。
六
根
五
臓
ニ
入
テ
養
ハ
、
神

ゾ
、
密
ゾ
。
王
道
ハ
顕
ゾ
。
胸
中
一
分
ヲ
不
レ
貯
ハ
、
神
道
ゾ
。
五
常
ニ

ア
ラ
ハ
レ
タ
ハ
、
顕
ゾ
。
天
地
ニ
在
テ
ハ
神
、
人
ニ
在
テ
ハ
心
、
万
物
ニ

在
テ
ハ
霊
ゾ
。
是
ヲ
神
事
ト
云
ゾ
。（
一
一
三
・
四
頁
）

こ
の
う
ち
、
Ａ
と
Ｅ
は
⽝
神
書
聞
塵
⽞
に
お
け
る
⽝
正
統
記
⽞
当
該
箇
所
の

受
容
を
考
え
る
う
え
で
特
に
重
要
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
詳
細
は
後
述
す
る

と
し
て
、
ま
ず
は
Ｂ
～
Ｄ
の
大
意
を
確
認
し
て
お
く
。

Ｂ
は
⽝
書
紀
⽞
で
⽛
伊
弉
諾
尊
⽜
が
⽛
白
銅
鏡
⽜
を
手
に
す
る
と
、
左
右
の

手
か
ら
日
神
・
月
神
が
誕
生
し
た
箇
所
へ
の
注
釈
と
な
る
。⽛
天
地
開
テ
イ
ク

ホ
ド
ナ
イ
⽜
こ
ろ
に
⽛
鏡
⽜
が
あ
る
こ
と
は
不
審
で
あ
る
が
、
こ
の
⽛
白
銅
鏡
⽜

は
⽛
事
⽜
で
は
な
く
⽛
理
⽜
で
あ
る
と
説
明
す
る
。⽝
神
代
巻
抄
⽞
が
こ
こ
の
注

釈
に
⽛
天
地
未
分
ノ
先
ヨ
リ
、
万
物
ノ
理
ハ
ア
レ
ド
モ
、
今
日
初
メ
テ
万
物
ト

ア
ラ
ワ
ル
ヽ
ゾ
⽜
と
説
く
よ
う
に
、
現
在
の
具
体
物
た
る
⽛
事
⽜
に
先
立
っ
て

形
而
上
的
な
⽛
理
⽜
が
天
地
開
闢
以
前
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
発
想
が
前
提

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
⽛
白
銅
鏡
⽜
を
具
体
物
た
る
⽛
事
⽜
で
は
な
く
、

⽝
正
統
記
⽞
②
に
も
と
づ
く
⽛
神
道
要
文
⽜
が
⽛
心
不
レ
貯
二
一
物
一
、
而
天
地
モ

有
、
万
物
モ
有
ト
云
事
⽜
と
あ
ら
わ
す
と
こ
ろ
の
、⽛
伊
弉
諾
⽜
の
⽛
御
心
⽜
と

い
う
⽛
理
⽜
を
表
現
し
た
も
の
と
注
釈
す
る
の
で
あ
る
。

Ｃ
は
⽝
書
紀
⽞
で
⽛
天
石
窟
⽜
に
籠
っ
た
⽛
天
照
太
神
⽜
を
連
れ
出
す
た
め
、

⽛
思
兼
神
⽜
が
⽛
彼
の
神
〔
天
照
太
神
を
指
す
〕
の
象み
か
た

⽜
を
造
る
よ
う
述
べ
た

箇
所
の
注
釈
と
な
る
。⽛
日
ノ
神
ノ
ミ
カ
タ
⽜は⽛
鏡
⽜で
あ
る
と
し
、そ
の⽛
鏡
⽜

に
つ
い
て
⽝
正
統
記
⽞
①
②
に
も
と
づ
く
説
明
を
付
す
。
こ
の
⽛
鏡
⽜
は
後
に

三
種
神
器
の
一
つ
と
し
て
⽛
一
天
ノ
君
ノ
シ
ル
シ
⽜
と
な
る
。

Ｄ
は
⽝
書
紀
⽞
で
⽛
天
の
八
達
衢
⽜
で
天
孫
を
待
ち
受
け
て
い
た
⽛
猿
田
彦

大
神
⽜に⽛
天
鈿
女
⽜が
派
遣
さ
れ
る
場
面
へ
の
注
釈
で
あ
る
。⽝
書
紀
⽞で⽛
天

鈿
女
⽜
は
⽛
胸
乳
⽜
を
あ
ら
わ
に
⽛
裳
帯
⽜
を
下
げ
た
姿
で
⽛
猿
田
彦
大
神
⽜

に
対
面
す
る
が
、
こ
の
行
為
の
意
味
を
⽝
神
代
巻
抄
⽞
は
⽛
胸
中
ヲ
カ
キ
サ
ラ

イ
テ
、
一
念
ヲ
タ
ク
ハ
エ
ズ
⽜
と
⽛
天
鈿
女
⽜
の
心
中
を
表
現
し
た
も
の
と
解

釈
す
る
の
だ
っ
た
。
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三
、⽝
日
本
書
紀
纂
疏
⽞
か
ら
⽝
神
書
聞
塵
⽞
へ

つ
づ
い
て
Ａ
の
詳
細
に
入
り
た
い
。
ま
ず
は
⽝
書
紀
⽞
の
該
当
箇
所
を
引
く
。

⽝
書
紀
⽞
神
代
上
・
第
二
段
・
一
書
第
一

一
書
に
曰
く
、
国く
に
の

常と
こ

立た
ち
の

尊み
こ
と

、
天あ
ま
の

鏡
か
が
み
の

尊み
こ
と

を
生
む
。
天
鏡
尊
、
天あ
め

万
よ
ろ
づ
の

尊み
こ
と

を
生
む
。
天
万
尊
、
沫
蕩
あ
わ
な
ぎ
の

尊み
こ
と

を
生
む
。
沫
蕩
尊
、伊
弉
諾
尊
を
生
む
。

沫
蕩
、
此
を
ば
阿あ

和わ

那な

伎ぎ

と
云
ふ
。（
二
二
頁
)12

⽝
書
紀
⽞
は
中
心
と
な
る
神
話
（
本
書
）
の
ほ
か
に
、⽛
一
書
⽜
と
し
て
複
数

の
異
伝
を
載
せ
る
。
こ
こ
で
引
用
し
た
⽛
一
書
⽜
も
ま
た
、
天
地
開
闢
後
に
最

初
に
現
れ
た
神
⽛
国
常
立
尊
⽜
か
ら
、
日
本
の
国
土
を
産
み
だ
し
た
神
⽛
伊
弉

諾
尊
⽜ま
で
の
間
に
、本
書
と
は
異
な
る
神
々
の
系
譜
を
語
る
。⽛
天
鏡
尊
⽜⽛
天

万
尊
⽜⽛
沫
蕩
尊
⽜
の
三
神
は
こ
の
⽛
一
書
⽜
の
系
譜
上
に
の
み
登
場
す
る
神
で

あ
る
。

こ
の
神
々
の
系
譜
に
つ
い
て
⽝
神
書
聞
塵
⽞
の
Ａ
が
付
し
た
注
釈
を
簡
単
に

確
認
し
て
い
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
神
名
の
注
釈
を
見
て
い
く
と
、
ま
ず
⽛
天
鏡
尊
⽜

は
鏡
の
如
き
⽛
一
心
⽜
を
指
す
と
い
う
。
こ
の
⽛
一
心
⽜
は
⽛
一
心
根
源
⽜
と

あ
る
よ
う
に
⽛
根
源
⽜
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
遡
れ
ば
⽝
華
厳
経
⽞
の
こ
と
ば

と
し
て
⽛
三
界
虚
妄
、
唯
是
一
心
作13
⽜
と
あ
り
、
こ
の
世
は
⽛
一
心
⽜
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
た
⽛
虚
妄
⽜
に
過
ぎ
な
い
と
説
か
れ
て
い
た
。
Ａ
の
⽛
一
心
⽜

も
一
般
的
な
意
味
の
心
で
は
な
く
、
世
界
の
根
源
と
し
て
の
⽛
一
心
⽜
を
意
味

し
て
い
る
。
そ
の
次
に
⽛
天
万
尊
⽜
は
⽛
万
象
ヲ
ノ
コ
サ
ヌ
ホ
ド
⽜
と
あ
る
が
、

こ
れ
も
⽛
一
心
⽜
が
こ
の
世
界
の
⽛
万
象
⽜
を
残
さ
ず
生
み
出
す
こ
と
を
い
う

の
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
⽛
沫
蕩
尊
⽜
の
注
と
し
て
、⽛
気
⽜
が
⽛
形
質
⽜
を
持
っ

て
、⽛
五
行
⽜⽛
六
根
⽜⽛
七
情
⽜
と
い
っ
た
⽛
万
物
⽜
が
具
体
的
に
生
み
出
さ
れ

て
い
く
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、⽝
神
書
聞
塵
⽞

の
Ａ
は
⽛
天
鏡
尊
⽜⽛
天
万
尊
⽜⽛
沫
蕩
尊
⽜
と
い
う
神
々
の
系
譜
を
、
こ
の
世

界
の
原
理
と
し
て
の
⽛
一
心
⽜
か
ら
⽛
万
物
⽜
が
具
体
的
に
生
成
さ
れ
て
い
く

過
程
と
し
て
解
釈
す
る
の
だ
っ
た
。

以
上
の
⽝
神
書
聞
塵
⽞
の
Ａ
は
、
傍
線
部
の
通
り
⽝
正
統
記
⽞
を
引
い
て
い

る
が
、
注
釈
の
全
体
は
先
行
す
る
⽝
書
紀
⽞
注
釈
書
で
あ
る
一
条
兼
良
の
⽝
纂

疏
⽞
の
所
説
に
大
き
く
拠
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
に
⽝
纂
疏
⽞（
巻
第
二
・
神

代
上
之
二
）
の
注
釈
を
確
認
し
、
こ
の
注
釈
の
背
景
を
確
認
し
て
お
く
。
以
下
、

⽝
纂
疏
⽞
の
引
用
冒
頭
に
は
㊀
～
㊂
の
番
号
を
付
す
。

㊀
⽝
纂
疏
⽞（
巻
第
二
・
神
代
上
之
二
）⽛
釈
或
説
事
⽜

国
帝マ
マ

立
は
一
真
心
を
指
す
な
り
。
其
心
は
虚
静
に
し
て
鑑
の
明
な
る
が
如

し
。
故
に
曰
く
⽛
天
鏡
を
生
む
⽜
と
。
万
象
森
列
し
て
鑑
の
影
を
含
む
が

如
し
。
故
に
曰
く
⽛
天
万
を
生
む
⽜
と
。〔
中
略
〕
万
物
已
に
生
じ
相
体
各

具
す
。
故
に
曰
く
⽛
沫
蕩
を
生
む
⽜
と
。
万
物
相
体
已
に
具
し
而
し
て
各

其
用
を
為
し
、
火
の
物
を
焼
く
が
如
く
、
水
が
物
を
濯
ぐ
が
如
し
。
故
に

曰
く
⽛
伊
弉
諾
を
生
む
⽜
と
。（
国
帝マ
マ

立
指
一
真
心
也
。
其
心
虚
静
如
鑑
之
明
、
故

曰
生
天
鏡
。
万
象
森
列
如
鑑
含
影
、
故
曰
生
天
万
。〔
中
略
〕
万
物
已
生
相
体
各
具
、
故
曰

生
沫
蕩
。
万
物
相
体
已
具
而
各
為
其
用
、
如
火
焼
物
、
如
水
濯
物
、
故
曰
生
伊
弉
諾
。）（
十

五
ウ
)14

⽝
纂
疏
⽞
の
注
釈
の
大
意
は
次
の
よ
う
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
。⽛
国
常
立
尊

は
一
な
る
真
理
の
心
を
指
す
。
そ
の
心
の
静
か
な
こ
と
は
澄
ん
だ
鏡
の
よ
う

で
、
そ
れ
を
⽛
天
鏡
尊
生
む
⽜
と
い
う
。
そ
の
心
の
う
ち
に
万
物
が
立
ち
現
れ

る
こ
と
は
、
鏡
が
あ
ら
ゆ
る
影
像
を
そ
の
う
ち
に
映
し
出
す
か
の
よ
う
で
、
そ
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れ
を
⽛
天
万
尊
を
生
む
⽜
と
い
う
。〔
中
略
〕
万
物
が
既
に
現
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

姿
か
た
ち
を
持
つ
と
、
そ
れ
を
⽛
沫
蕩
尊
を
生
む
⽜
と
い
う
。
万
物
が
姿
か
た

ち
を
持
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
を
な
し
、
た
と
え
ば
火
が
も
の
を
焼
き
、
水

が
も
の
を
洗
い
清
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
を
⽛
伊
弉
諾
尊
を
生
む
⽜
と
い

う
⽜。
以
上
⽝
纂
疏
⽞
も
ま
た
⽛
国
常
立
尊
⽜
か
ら
⽛
伊
弉
諾
尊
⽜
に
至
る
神
々

の
系
譜
を
⽛
一
真
心
⽜
か
ら
⽛
万
物
⽜
の
生
成
さ
れ
る
過
程
と
し
て
解
釈
し
て

い
る
。
こ
の
注
釈
が
先
の
⽝
神
書
聞
塵
⽞
の
Ａ
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
一

見
し
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
⽝
纂
疏
⽞
の
注
釈

─
と
く
に
世
界
の
根
源
を
⽛
一
真
心
⽜
と
見

る
生
成
論
を
、
兼
良
は
何
に
も
と
づ
い
て
説
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に

こ
の
注
釈
の
背
景
を
探
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、⽝
纂
疏
⽞
中
か
ら
同

様
の
所
説
を
探
し
て
い
く
と
、⽛
一
真
理
の
心
⽜
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
い
て

い
た
。㊁

⽝
纂
疏
⽞
巻
第
一
（
神
代
上
之
一
）⽛
渾
沌
二
字
事
⽜

一
心
は
混
沌
の
宮
、
神
明
の
舎
な
り
。
蓋
し
混
沌
元
気
は
則
ち
一
真
理
の

心
な
り
。
其
れ
不
覚
の
一
念
動
じ
分
れ
て
二
と
為
す
。
一
分
は
則
ち
清
に

偏
じ
濁
に
偏
じ
、
心
と
合
せ
ず
し
て
是
れ
天
地
と
為
る
。
一
分
は
則
ち
清

濁
中
和
し
て
心
識
と
和
合
し
て
是
れ
人
と
為
る
。（
一
心
者
混
沌
之
宮
、
神
明

之
舎
也
。
蓋
混
沌
元
気
則
一
真
理
之
心
也
。
其
不
覚
一
念
之
動
分
而
為
二
。
一
分
則
偏
清

偏
濁
不
与
心
合
是
為
天
地
。
一
分
則
清
濁
中
和
与
心
識
和
合
是
為
人
。）（
九
オ
）

天
地
開
闢
以
前
の
⽛
混
沌
元
気
⽜
と
⽛
一
真
理
の
心
⽜
を
同
一
視
し
、
そ
こ

に
⽛
不
覚
の
一
念
⽜
が
生
じ
る
こ
と
で
天
地
人
の
三
才
が
生
成
さ
れ
る
と
い
う
。

先
の
㊀
よ
り
も
子
細
に
⽛
一
真
理
の
心
⽜
か
ら
の
世
界
生
成
に
つ
い
て
説
い
て

い
る
。
同
様
の
説
は
⽝
纂
疏
⽞
の
他
の
箇
所
に
お
い
て
も
、

㊂
⽝
纂
疏
⽞
巻
第
一
（
神
代
上
之
一
）⽛
約
心
出
体
事
⽜

且
つ
出
世
教
に
就
て
之
を
論
ず
れ
ば
則
ち
、
本
覚
真
性
は
是
れ
万
法
所
依

の
体
な
り
。
不
覚
の
一
念
動
ず
る
は
、
是
れ
妄
情
の
異
名
。
此
の
一
念
に

由
り
て
無
明
心
起
り
、
即
ち
能
有
り
所
有
り
。
内
既
に
成
る
所
、
識
想
紛

然
と
し
て
、
外
の
成
る
所
、
風
輪
有
り
、
金
輪
有
り
、
水
輪
有
り
、
結
し

て
山
石
と
為
り
、
抽
し
て
草
木
と
為
る
。〔
中
略
〕
諸
の
経
論
の
中
、
多
く

此
の
如
く
の
旨
を
明
か
す
。
蓋
し
心
と
混
沌
、
其
の
体
全
く
一
な
り
。
又

名
づ
け
て
神
と
曰
ふ
。（
且
就
出
世
教
論
之
則
、
本
覚
真
性
、
是
万
法
所
依
之
体
也
。

不
覚
一
念
動
者
、
是
妄
情
之
異
名
。
由
此
一
念
無
明
心
起
、
即
有
能
有
所
、
内
既
所
成
、
識

想
紛
然
、
外
之
所
成
、
有
風
輪
、
有
金
輪
、
有
水
輪
、
結
為
山
石
、
抽
為
草
木
。〔
中
略
〕

諸
経
論
中
、
多
明
如
此
之
旨
。
蓋
心
与
混
沌
、
其
体
全
一
。
又
名
曰
神
。）（
四
ウ
）

と
あ
っ
て
、⽛
本
覚
真
性
⽜
を
⽛
万
法
⽜
の
根
源
と
し
、
そ
こ
に
⽛
不
覚
の
一
念
⽜

が
生
じ
る
こ
と
で
、
人
間
の
内
面
で
は
た
ら
く
⽛
識
想
⽜
と
、
外
界
を
構
成
す

る
一
切
の
事
物
が
生
成
さ
れ
る
と
説
い
て
い
た
。

以
上
の
所
説
は
㊂
で
⽛
出
世
教
⽜
つ
ま
り
仏
教
説
と
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体

的
に
は
上
野
英
彦
氏15
の
指
摘
の
通
り
、
中
国
華
厳
宗
の
五
祖
・
宗
密
（
七
八
〇

─
八
四
一
）
の
⽝
原
人
論
⽞
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
次
に
⽝
原
人
論
⽞

を
見
れ
ば
、

然
れ
ど
も
稟
く
る
所
の
気
、
展
転
し
て
本
を
推
せ
ば
、
即
ち
混
一
の
元
気

な
り
。
起
す
所
の
心
、
展
転
し
て
源
を
窮
む
れ
ば
、
即
ち
真
一
の
霊
心
な

り
。
実
を
究
め
て
之
を
言
え
ば
心
外
的ま
さ

に
別
法
無
し
。
元
気
も
亦
心
の
所

変
に
従
ひ
て
、
前
の
転
識
所
現
の
境
に
属
す
。
こ
れ
阿
頼
耶
識
の
相
分
の

摂
す
る
所
に
し
て
、初
一
念
の
業
相
よ
り
分
れ
て
心
境
の
二
と
為
る
な
り
。

（
然
所
稟
気
、
展
転
推
本
、
即
混
一
之
元
気
也
。
起
所
之
心
、
展
転
窮
源
、
即
真
一
之
霊
心
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也
。
究
実
言
之
心
外
的
無
別
法
。
元
気
亦
従
心
之
所
変
、
属
前
転
識
所
現
之
境
。
是
阿
頼

耶
識
相
分
所
摂
、
従
初
一
念
業
相
分
為
心
境
之
二
。）（
一
一
三
頁
)16

心
識
所
変
の
境
、
乃
ち
二
分
と
成
る
。
一
分
は
即
ち
心
識
と
和
合
し
て
人

と
成
り
、
一
分
は
心
識
と
和
合
せ
ず
、
即
ち
天
地
山
河
国
邑
と
成
る
。（
心

識
所
変
之
境
、
乃
成
二
分
。
一
分
即
与
心
識
和
合
成
人
、
一
分
不
与
心
識
和
合
、
即
成
天

地
山
河
国
邑
。）（
一
一
六
頁
）

と
あ
り
、⽛
混
一
の
元
気
⽜
を
⽛
真
一
の
霊
心
⽜
と
同
一
視
し
、
そ
こ
に
⽛
一
念
⽜

が
生
じ
る
（
初
一
念
の
業
相
）
こ
と
で
⽛
心
⽜
と
⽛
境
⽜
の
二
と
な
る
と
い
う
。

そ
れ
は
⽛
心
識
⽜
を
具
え
た
⽛
人
⽜
と
、⽛
天
地
山
河
国
邑
⽜
と
い
っ
た
外
界
が

生
成
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
以
上
の
⽝
原
人
論
⽞
の
内
容
は
、
華
厳

と
禅
の
教
え
に
も
と
づ
く
⽛
一
乗
顕
性
教
⽜
に
、
万
物
の
生
成
を
気
の
運
動
に

よ
っ
て
説
明
す
る
⽛
儒
道
⽜（
儒
教
・
道
教
）
の
思
想
を
⽛
会
通
⽜
し
た
も
の
で

あ
っ
た17
。

こ
の
よ
う
に
⽝
纂
疏
⽞
㊀
は
⽝
原
人
論
⽞
の
所
説
に
も
と
づ
く
注
釈
で
あ
っ

た
。⽝
纂
疏
⽞
の
注
釈
の
特
徴
と
し
て
、
徳
盛
誠
氏18
は
⽝
書
紀
⽞
叙
述
を
漢
籍
・

仏
典
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
東
ア
ジ
ア
の
漢
字
文
化
圏
の
な
か
で
儒
・
道
・
仏
の

三
教
説
と
⽝
書
紀
⽞
の
符
合
を
〈
理
〉
の
レ
ベ
ル19
に
お
い
て
読
み
出
す
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。⽝
纂
疏
⽞
が
仏
典
で
あ
る
⽝
原
人
論
⽞
に
依
拠
し
て
⽝
書
紀
⽞

を
注
釈
す
る
の
に
は
、
背
景
に
こ
う
し
た
注
釈
態
度
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

そ
し
て
⽝
纂
疏
⽞
は
単
な
る
⽝
原
人
論
⽞
の
引
用
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、

⽝
書
紀
⽞
に
登
場
す
る
神
⽛
国
常
立
尊
⽜
を
世
界
の
根
源
た
る
⽛
一
真
心
⽜
と
同

一
視
し
、
三
教
説
と
⽝
書
紀
⽞
叙
述
の
⽛
会
通
⽜
を
試
み
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
㊂
の
引
用
末
尾
で
⽛
心
⽜
と
⽛
混
沌
⽜
そ
し
て
⽛
神
⽜
を
同
一
視
す
る
こ
と

と
呼
応
し
よ
う20
。
そ
し
て
、
こ
の
⽝
纂
疏
⽞
の
注
釈
を
兼
倶
の
⽝
神
書
聞
塵
⽞

は
受
容
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
ま
で
の
本
節
の
内
容
を
確
認
す
る
と
、⽝
書
紀
⽞
神
代
上
・
第
二
段
・
一

書
第
一
に
⽝
神
書
聞
塵
⽞
が
付
し
た
Ａ
の
注
釈
は
基
本
的
に
一
条
兼
良
の
⽝
纂

疏
⽞
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
⽝
纂
疏
⽞
の
注
釈
は
さ
ら
に
宗
密

⽝
原
人
論
⽞
に
も
と
づ
く
も
の
だ
っ
た
。
以
上
の
背
景
を
持
っ
た
注
釈
の
う
え

に
、
兼
倶
は
⽛
神
道
ノ
要
文
⽜
と
位
置
づ
け
る
⽝
正
統
記
⽞
の
表
現
を
加
え
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
⽝
正
統
記
⽞
の
引
用
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何

だ
っ
た
の
か
、本
論
の
主
題
で
あ
る
こ
の
問
題
に
つ
い
て
次
節
で
論
じ
て
い
く
。

四
、
兼
倶
に
よ
る
⽝
正
統
記
⽞
の
読
み
替
え

Ａ
の
傍
線
部
が
も
と
づ
く
の
は
、⽝
正
統
記
⽞
②
の
⽛
心
ニ
一
物
ヲ
タ
ク
ハ
ヘ

ザ
ル
ヲ
云
。
シ
カ
モ
虚
無
ノ
中
ニ
留
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
天
地
ア
リ
、
君
臣
ア
リ
。

善
悪
ノ
報
影
響
ノ
如
シ
⽜
と
い
う
部
分
。
先
述
の
通
り
、
本
来
の
⽝
正
統
記
⽞

で
は
、
為
政
者
の
具
え
る
べ
き
⽛
正
直
⽜
の
徳
目
を
い
う
表
現
で
あ
っ
た
。
改

め
て
⽝
正
統
記
⽞
の
も
と
の
文
脈
を
確
認
し
て
お
く
と
、⽛
心
ニ
一
物
ヲ
タ
ク
ハ

ヘ
ザ
ル
⽜
と
い
う
の
は
、
一
切
の
執
着
を
捨
て
た
心
を
指
し
て
い
る
。
つ
づ
い

て
⽛
シ
カ
モ
虚
無
ノ
中
ニ
留
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
天
地
ア
リ
、
君
臣
ア
リ
。
善
悪
ノ

報
影
響
ノ
如
シ
⽜
と
い
う
の
は
、
執
着
を
捨
て
な
が
ら
も
心
を
⽛
虚
無
⽜
と
せ

ず
に
、⽛
天
地
⽜⽛
君
臣
⽜⽛
善
悪
⽜
等
の
存
在
す
る
現
実
の
世
界
へ
目
を
向
け
る

こ
と
と
理
解
さ
れ
る
。

以
上
の
⽝
正
統
記
⽞
②
を
⽝
神
書
聞
塵
⽞
は
引
く
が
、
そ
こ
で
は
⽝
纂
疏
⽞

を
踏
襲
す
る
⽛
心
⽜＝⽛
神
⽜
か
ら
こ
の
世
界
が
生
成
さ
れ
る
と
い
う
注
釈
に
合

わ
せ
て
内
容
が
読
み
替
え
ら
れ
て
い
る
。⽝
神
書
聞
塵
⽞
の
Ａ
を
見
れ
ば
⽛
不
レ
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貯
二
一
物
一
処
デ
、
万
象
ヲ
育
ゾ
⽜
と
あ
り
、⽛
一
物
⽜
を
⽛
貯
⽜
え
て
い
な
い
心

か
ら
⽛
万
象
⽜
が
生
成
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、⽛
虚
無
ニ
モ
ト
ヽ
マ
ラ

ズ
シ
テ
、
万
物
ヲ
生
ル
⽜
と
あ
り
、⽛
虚
無
⽜
の
状
態
か
ら
⽛
万
物
⽜
が
生
成
さ

れ
て
い
く
と
読
み
替
え
て
し
ま
う
の
だ
っ
た
。
い
ず
れ
も
⽛
心
⽜
か
ら
⽛
万
象
⽜

⽛
万
物
⽜
が
生
成
さ
れ
る
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
Ｂ
で
も
⽛
心

不
レ
貯
二
一
物
一
、
而
天
地
モ
有
、
万
物
モ
有
⽜
と
あ
り
、⽛
一
物
⽜
を
⽛
貯
⽜
え

て
い
な
い
心
に
⽛
天
地
⽜⽛
万
物
⽜
が
存
在
す
る
と
述
べ
て
い
た
。

Ａ
の
中
程
で
⽛
天
心
ト
テ
一
天
ノ
君
ノ
御
心
ハ
マ
ヅ
カ
ウ
ゾ
。
一
天
ノ
主
ニ

ハ
カ
ギ
ル
マ
イ
ゾ
。
万
民
モ
皆
此
心
ゾ
⽜
と
い
う
の
も
、
こ
の
読
み
替
え
の
性

格
を
端
的
に
あ
ら
わ
す
。
本
来
の
⽝
正
統
記
⽞
で
は
為
政
者
た
る
⽛
一
天
ノ
君

ノ
御
心
⽜
を
い
う
表
現
で
あ
っ
た
の
を
、
世
界
生
成
の
原
理
と
し
て
の
⽛
一
心
⽜

を
い
う
も
の
と
解
釈
す
れ
ば
、
そ
れ
は
⽛
一
天
ノ
主
⽜
に
限
ら
な
い
⽛
万
民
⽜

す
べ
て
の
⽛
心
⽜
に
通
じ
る
も
の
と
な
る
。
さ
ら
に
、
同
様
の
読
み
替
え
は
Ｅ

に
お
い
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｅ
が
注
釈
の
対
象
と
す
る
の
は
⽝
書
紀
⽞

の
次
の
箇
所
で
あ
っ
た
。

⽝
書
紀
⽞
神
代
下
・
第
九
段
・
一
書
第
二

時
に
高
皇
産
霊
尊
、
乃
ち
二
の
神
を
還
し
遣
し
て
、
大
己
貴
神
に
勅
し
て

曰
は
く
、⽛
今
、
汝
が
所
言
を
聞
く
に
、
深
く
其
の
理
有
り
。
故
、
更
に
条

に
し
て
勅
し
た
ま
ふ
。
夫
れ
汝
が
治
す
顕
露
の
事
は
、是
吾
孫
治
す
べ
し
。

汝
は
以
て
神
事
を
治
す
べ
し
。〔
中
略
〕⽜
と
の
た
ま
ふ
。
是
に
、
大
己
貴

神
報
へ
て
曰
さ
く
、⽛
天
神
の
勅
教
、
如
此
慇
懃
な
り
。
敢
へ
て
命
に
従
は

ざ
ら
む
や
。
吾
が
治
す
顕
露
の
事
は
、
皇
孫
当
に
治
め
た
ま
ふ
べ
し
。
吾

は
退
り
て
幽
事
を
治
め
む
⽜
と
ま
う
す
。（
一
三
八
頁
）

い
わ
ゆ
る
国
譲
り
の
場
面
で
あ
る
。⽛
高
皇
産
霊
尊
⽜
か
ら
の
勅
に
よ
り
、
天

孫
降
臨
以
前
の
地
上
の
支
配
者
で
あ
っ
た
⽛
大
己
貴
神
⽜
は
、⽛
顕
露
の
事
⽜
を

⽛
皇
孫
⽜
へ
譲
り
、
こ
れ
以
降
は
⽛
神
事
⽜（⽛
幽
事21
⽜）
を
掌
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
い
う
⽛
顕
露
の
事
⽜⽛
神
事
⽜
の
注
釈
が
Ｅ
で
あ
り
、
そ
の
内
容
を
見
る

と
⽛
顕
露
の
事
⽜
は
⽛
王
道
⽜
つ
ま
り
地
上
世
界
の
支
配
を
指
し
、⽛
神
事
⽜
は

⽛
冥
府
⽜
つ
ま
り
冥
界
の
支
配
を
指
す
と
い
う
。
さ
ら
に
⽛
神
事
⽜
は
⽛
冥
府
⽜

だ
け
で
な
く
、⽛
天
地
ニ
在
テ
ハ
神
、
人
ニ
在
テ
ハ
心
、
万
物
ニ
在
テ
ハ
霊
⽜
と

⽛
天
地
⽜⽛
人
⽜⽛
万
物
⽜
に
遍
在
す
る
⽛
神
⽜⽛
心
⽜⽛
霊
⽜
を
扱
う
と
さ
れ
る
。

こ
の
⽛
心
⽜
も
ま
た
一
般
的
な
意
味
で
の
人
間
の
心
を
指
す
だ
け
で
な
く
、
世

界
の
根
源
と
な
る
⽛
神
⽜＝⽛
心
⽜
を
指
し
て
い
よ
う
。
つ
ま
り
、
現
実
世
界
の

統
治
に
関
す
る
⽛
顕
露
の
事
⽜
に
対
し
て
、
現
実
世
界
の
背
後
に
あ
る
目
に
見

え
ぬ
⽛
神
⽜＝⽛
心
⽜
を
扱
う
の
が
⽛
神
事
⽜
な
の
だ
っ
た
。
そ
こ
に
⽝
正
統
記
⽞

の
当
該
部
分
が
引
か
れ
る
。
本
来
の
⽝
正
統
記
⽞
の
文
脈
で
は
政
治
的
な
徳
目

⽛
正
直
⽜
を
説
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
⽛
顕
露
の
事
⽜
と
い
う
べ
き
内
容
で

あ
る
。
し
か
し
、
Ｅ
で
は
⽛
王
道
ハ
顕
ゾ
。
胸
中
一
分
ヲ
不
レ
貯
ハ
、
神
道
ゾ
⽜

と
あ
り
、⽛
胸
中
一
分
ヲ
不
レ
貯
⽜
は
⽛
神
道
⽜（⽛
神
事
⽜）
を
象
徴
す
る
文
言
と

し
て
引
用
さ
れ
る
の
だ
っ
た
。⽝
正
統
記
⽞
の
当
該
部
分
を
、⽛
神
道
⽜
の
対
象

が
⽛
胸
中
⽜
に
お
け
る
⽛
心
⽜＝⽛
神
⽜
で
あ
る
と
述
べ
た
表
現
と
し
て
受
容
し

て
い
る
こ
と
が
読
み
取
ら
れ
る
。
な
お
、
Ａ
Ｄ
と
と
も
に
Ｅ
も
心
中
を
⽛
胸
中
⽜

と
表
現
す
る
が
、
こ
こ
に
は
親
房
の
⽝
二
十
一
社
記
⽞
に
⽛
常
其
心
正
シ
ク
シ

テ
、胸
ノ
中
ニ
一
物
不
レ
蓄
⽜22
と
あ
っ
た
の
が
念
頭
に
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

⽝
神
書
聞
塵
⽞
の
Ａ
の
注
釈
へ
と
戻
り
た
い
。
そ
の
注
釈
の
内
容
は
⽝
纂
疏
⽞

か
ら
大
枠
と
し
て
外
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
引
用
さ
れ

る
⽝
正
統
記
⽞
に
つ
い
て
も
⽝
纂
疏
⽞
に
合
わ
せ
て
読
み
替
え
ら
れ
て
い
る
の

だ
っ
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
引
用
さ
れ
て
い
る
⽝
正
統
記
⽞
は
注
釈
内
容
そ
れ
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自
体
に
は
殆
ど
影
響
を
与
え
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
、
Ａ
の
中
で

わ
ざ
わ
ざ
⽝
正
統
記
⽞
を
引
用
す
る
意
味
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
が
、
改
め
て

問
題
と
な
ろ
う
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、⽝
纂
疏
⽞
と
⽝
神
書
聞
塵
⽞
と
い
う
二
つ
の
⽝
書
紀
⽞

注
釈
に
お
け
る
注
釈
態
度
の
差
異
か
ら
考
え
て
い
く
。⽝
神
書
聞
塵
⽞
の
Ａ
の

も
と
と
な
っ
た
⽝
纂
疏
⽞
の
注
釈
は
先
述
の
通
り
⽝
原
人
論
⽞
に
影
響
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
際
、
㊂
で
⽛
出
世
教
⽜
と
い
う
よ
う
に
⽝
纂
疏
⽞
は
⽝
原
人
論
⽞

の
所
説
を
明
確
に
仏
教
説
と
し
て
受
容
し
て
い
た
。⽝
纂
疏
⽞の
注
釈
は⽝
書
紀
⽞

と
三
教
説
の
符
合
を
確
か
め
る
も
の
で
あ
り
、⽝
書
紀
⽞
叙
述
を
仏
教
説
に
よ
っ

て
解
釈
す
る
こ
と
自
体
に
意
義
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
兼
倶
は
⽝
纂
疏
⽞
に
つ
い
て
⽛
纂
疏
ハ
後
成
恩
寺
殿
〔
一

条
兼
良
の
こ
と
〕
ノ
康
正
年
中
、
内
裏
ニ
テ
御
講
尺
ノ
御
ト
キ
撰
ラ
レ
タ
ゾ
。

三
教
ヲ
合
タ
ル
ホ
ド
ニ
此
ヲ
モ
テ
講
尺
ハ
大
事
ゾ
。
家
ニ
於
テ
モ
潤
色
ト
ハ
ナ

レ
ド
モ
、
ア
ナ
ガ
チ
ニ
依
用
シ
ガ
タ
シ
。
其
故
ハ
我
ガ
神
道
ハ
汲
二
一
気
之
玄

水
ヲ一
、
遂
不
レ
甞
二
三
教
ノ
一
滴
一
ト
、
本
文
歴
然
タ
リ23
⽜
と
述
べ
る
。⽝
纂
疏
⽞

を
⽛
三
教
ヲ
合
タ
ル
⽜
と
評
し
、
そ
の
価
値
を
認
め
な
が
ら
も
⽛
ア
ナ
ガ
チ
ニ

依
用
シ
ガ
タ
シ
⽜
と
い
う
。
そ
れ
は
兼
倶
に
と
っ
て
⽝
書
紀
⽞
が
何
よ
り
神
道

の
〈
正
典
〉
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
神
道
家
た
る
兼
倶
に
と
っ
て
⽝
書

紀
⽞
注
釈
は
⽝
纂
疏
⽞
の
よ
う
に
⽛
三
教
ヲ
合
タ
ル
⽜
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
神
道
説
に
も
と
づ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
⽝
神
書
聞
塵
⽞

の
Ａ
は
⽝
纂
疏
⽞
の
注
釈
を
踏
襲
し
て
い
た
が
、
仏
教
説
に
も
と
づ
く
⽝
纂
疏
⽞

の
注
釈
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
兼
倶
の
⽝
書
紀
⽞
注
釈
の
態
度
と

し
て
は
本
来
受
け
容
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
と
、⽝
神
書
聞
塵
⽞
が
⽝
正
統
記
⽞
②
を
わ
ざ
わ
ざ

⽛
神
道
ノ
要
文
⽜
と
い
う
名
を
冠
し
て
引
用
し
て
い
た
こ
と
が
改
め
て
注
意
さ

れ
る24
。
次
に
兼
倶
が
⽛
神
道
ノ
要
文
⽜
に
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
与
え
て
い

た
の
か
を
確
認
し
て
お
く
と
、
先
に
も
引
い
た
⽝
神
書
聞
塵
⽞
の
Ｂ
に
は
次
の

よ
う
に
あ
っ
た
。

神
道
要
文
ト
テ
、
人
王
十
一
代
ノ
時
ニ
ツ
ク
ル
ゾ
。
心
不
レ
貯
二
一
物
一
、

而
天
地
モ
有
、
万
物
モ
有
ト
云
事
ガ
、
コ
ヽ
ノ
鏡
ノ
ナ
リ
ゾ
。（
四
〇
頁
）

⽛
人
王
十
一
代
⽜
と
い
う
の
は
垂
仁
天
皇
代
を
指
し
、
皇
女
・
倭
姫
命
が
ア
マ
テ

ラ
ス
を
伊
勢
の
地
に
創
祀
（
後
の
伊
勢
神
宮
）
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
は
じ

め
に
で
引
い
た
齋
藤
論
は⽛
あ
た
か
も
古
代
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
か
の
よ
う
⽜

と
い
っ
た
が
、
兼
倶
は
ま
さ
に
⽛
人
王
十
一
代
⽜
と
い
う
、
古
代
か
ら
伝
承
さ

れ
た
も
の
と
⽛
神
道
要
文
⽜
を
位
置
付
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
兼
倶
が

自
ら
秘
説
を
集
成
し
た
⽝
秡
八
ヶ
大
事
⽞
に
は
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
っ
た
。

託
宣
要
文

心
者
、
一
物
不
レ
蓄
、
而
不
レ
可
レ
留
二
虚
無
一
。
天
地
有
、
君
臣
有
。
善
悪

ト
云
ハ
、
如
二
影
響
一25
。

こ
こ
に
⽛
託
宣
要
文
⽜
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
の
も
⽝
正
統
記
⽞
②
に
も
と
づ
く

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
と
さ
ら
⽛
託
宣
⽜
と
称
し
た
の
は
、⽝
倭
姫
命
世
記
⽞

等
の
伊
勢
神
道
書
に
お
い
て
倭
姫
命
が
ア
マ
テ
ラ
ス
よ
り
受
け
た
託
宣26
を
重
視

す
る
こ
と
を
意
識
し
、⽛
人
王
十
一
代
⽜
の
⽛
託
宣
⽜
に
も
と
づ
く
と
⽛
要
文
⽜

の
由
緒
を
仮
託
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
垂
仁
天
皇
代
と
い
う
時
代
は
、⽝
書

紀
⽞
で
仏
教
が
伝
来
し
た
と
さ
れ
る
第
二
九
代
・
欽
明
天
皇
代
、
同
じ
く
儒
教

が
伝
来
し
た
と
さ
れ
る
第
一
五
代
・
応
神
天
皇
代
を
遡
る
も
の
で
あ
り
、⽛
神
道

要
文
⽜
は
仏
教
や
儒
教
の
伝
来
以
前
に
そ
の
由
緒
を
持
つ
こ
と
に
な
る27
。
つ
ま

り
、
Ａ
で
引
用
さ
れ
た
⽛
神
道
ノ
要
文
⽜
も
ま
た
、
こ
う
し
た
仏
教
以
前
・
儒
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教
以
前
の
古
代
に
ま
で
遡
る
由
緒
と
権
威
の
も
と
に
引
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
⽛
神
道
ノ
要
文
⽜
の
引
用
と
は
、
仏
教
説
に
も
と
づ
く

⽝
纂
疏
⽞
の
注
釈
を
神
道
説
と
し
て
取
り
入
れ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
い
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。⽝
神
書
聞
塵
⽞
は
実
際
に
は
仏
教
説
で
あ
っ
た
⽝
纂

疏
⽞
の
注
釈
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
そ
の
注
釈
を
仏
教
以
前
の
神
道
説
に
も
と
づ

く
⽛
神
道
ノ
要
文
⽜
と
の
符
合
を
確
か
め
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
注
釈
が

実
質
と
し
て
は
仏
教
説
に
も
と
づ
き
な
が
ら
も
、
あ
く
ま
で
も
主
張
と
し
て
は

神
道
説
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。⽝
神
書
聞
塵
⽞
の

Ａ
に
⽝
正
統
記
⽞
の
当
該
部
分
が
引
用
さ
れ
た
理
由
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
主
張
の
た
め
に
は
⽛
神
道
ノ
要
文
⽜
と
い
う
古
代
に
遡

る
由
緒
が
必
要
で
あ
り
、
南
北
朝
期
の
⽝
正
統
記
⽞
で
は
根
拠
と
す
る
に
は
不

十
分
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
吉
田
兼
倶
が
北
畠
親
房
の
⽝
神
皇
正
統
記
⽞
を
い
か
に
受
容
し

て
い
る
の
か
を
論
じ
て
い
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
吉
田
兼
倶
の
⽝
書
紀
⽞
講
釈

の
聞
書
で
あ
る
⽝
神
書
聞
塵
⽞
中
に
、⽝
正
統
記
⽞
の
⽛
正
直
⽜
の
徳
目
を
論
じ

た
箇
所
が
い
か
な
る
意
味
を
も
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
分
析
し
た
。
そ

の
結
果
、⽝
正
統
記
⽞
②
は
⽝
神
書
聞
塵
⽞
の
Ａ
の
注
釈
中
で
、
先
行
す
る
⽝
書

紀
⽞
注
釈
書
で
あ
る
⽝
纂
疏
⽞
に
合
わ
せ
、⽛
心
⽜＝⽛
神
⽜
か
ら
こ
の
世
界
が
生

成
さ
れ
る
こ
と
を
説
く
も
の
と
し
て
読
み
替
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し

た
。

こ
の
読
み
替
え
を
踏
ま
え
、
次
に
兼
倶
の
主
著
⽝
唯
一
神
道
名
法
要
集
⽞
の

一
節
を
見
て
お
き
た
い
。
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
。

吾
神
道
者
、
在
テ二
万
物
ニ一
、
不
レ
留
二
一
物
ニ一

。
所
謂
、
風
波
、
雲
霧
、
動
静
、

進
退
、
昼
夜
、
隠
顕
、
冷
寒
、
温
熱
、
善
悪
之
報
、
邪
正
之
差
、
統
テ
而
莫
レ

非
二
吾
神
明
之
所
為
ニ一
者
也28
。

引
用
部
分
で
は
⽛
風
波
、
雲
霧
、
動
静
、
進
退
、
昼
夜
、
隠
顕
、
冷
寒
、
温

熱
、
善
悪
之
報
、
邪
正
之
差
⽜
こ
の
世
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
⽛
吾
神
明

之
所
為
⽜
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、⽝
唯
一
神
道
名
法
要
集
⽞
の
こ

の
箇
所
の
後
に
は
⽛
故
天
地
之
心
、
神
也
⽜
と
あ
り
、
同
書
の
別
の
箇
所
に
は

⽛
神
ト
ハ
者
、
天
地
万
物
之
霊
宗
也
。〔
中
略
〕
故
頌
曰
、
神
ト
ハ
者
、
万
物
ノ
心
⽜

（
六
三
頁
）
と
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
世
の
す
べ
て
を
⽛
吾
神
明
之
所
為
⽜
と

い
う
が
、
そ
の
⽛
神
⽜
は
⽛
天
地
⽜⽛
万
物
⽜
を
生
成
す
る
原
理
と
し
て
の
⽛
心
⽜

と
同
一
で
あ
り
、
兼
倶
は
こ
の
世
の
す
べ
て
が
⽛
神
⽜＝⽛
心
⽜
の
⽛
所
為
⽜
で

あ
る
と
説
く
の
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
傍
線
を
引
い
た
⽛
不
レ
留
二
一
物
ニ一
⽜⽛
善
悪
之
報
⽜
と
は
⽝
正
統
記
⽞

②
を
踏
ま
え
た
表
現
で
は
な
い
だ
ろ
う
か29
。
は
じ
め
に
で
述
べ
た
よ
う
に
、
従

来
⽝
唯
一
神
道
名
法
要
集
⽞
に
は
⽝
正
統
記
⽞
の
受
容
が
見
ら
れ
な
い
と
思
わ

れ
て
い
た
が
、
断
片
的
な
が
ら
⽝
正
統
記
⽞
の
表
現
が
織
り
込
ま
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
こ
れ
は
⽝
正
統
記
⽞
②
を
本
来
の
文
脈
通
り
に
⽛
正

直
⽜
の
徳
目
を
語
る
も
の
と
見
て
は
、
そ
の
受
容
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
本
稿
で
見
た
よ
う
に
、
兼
倶
が
⽝
正
統
記
⽞
②
を
⽝
纂
疏
⽞
を
通

し
て
⽛
神
⽜＝⽛
心
⽜
に
よ
る
世
界
の
生
成
を
説
い
た
も
の
と
読
み
替
え
て
い
る

か
ら
こ
そ
、⽝
唯
一
神
道
名
法
要
集
⽞
で
こ
の
世
の
す
べ
て
が
⽛
神
⽜＝⽛
心
⽜
の

⽛
所
為
⽜
で
あ
る
こ
と
を
説
く
際
に
、
そ
の
表
現
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
の
で
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あ
っ
た
。

こ
う
し
て
読
み
替
え
た
⽝
正
統
記
⽞
を
、
兼
倶
は
さ
ら
に
⽛
神
道
ノ
要
文
⽜

と
し
て
引
用
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、⽝
神
書
聞
塵
⽞
と
⽝
纂
疏
⽞
に
お
け
る
仏
教

や
儒
教
と
い
っ
た
外
来
思
想
の
位
置
づ
け
の
差
異
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
最
後
に
改
め
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

先
述
の
通
り
⽝
纂
疏
⽞
の
注
釈
は
⽝
原
人
論
⽞
を
は
じ
め
と
す
る
仏
典
や
漢

籍
等
に
も
と
づ
き
展
開
さ
れ
た
。
そ
れ
は
儒
・
道
・
仏
の
三
教
説
と
⽝
書
紀
⽞

叙
述
と
の
〈
理
〉
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
一
致
を
論
じ
る
こ
と
に
⽝
纂
疏
⽞
の
主

眼
が
置
か
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
際
、
三
教
説
と
⽝
書
紀
⽞
叙
述
は
す

べ
て
並
列
に
扱
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
日
本
と
中
国
・
天
竺
と
い
う
国
の
差
異
も
、

教
説
と
し
て
の
勝
劣
も
本
末
も
な
い
。
一
つ
の
漢
文
の
言
説
空
間
に
お
い
て

⽝
書
紀
⽞
叙
述
が
三
教
説
を
も
と
に
解
釈
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
そ
の
逆
に
三
教
説

の
解
釈
を
⽝
書
紀
⽞
叙
述
を
も
と
に
更
新
し
よ
う
と
す
る
双
方
向
性
す
ら
読
み

取
ら
れ
た30
。

そ
れ
に
対
し
て
、⽝
神
書
聞
塵
⽞
を
は
じ
め
兼
倶
の
⽝
書
紀
⽞
講
釈
は
、⽝
纂

疏
⽞
の
注
釈
に
大
き
く
依
拠
し
な
が
ら
も
、
神
・
儒
・
仏
の
間
に
明
確
な
序
列

を
与
え
て
い
る
。〈
根
本
枝
葉
花
実
説31
〉
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
兼
倶
は

神
・
儒
・
仏
を
、
植
物
の
根
本
（
種
子
）・
枝
葉
・
花
実
に
当
て
は
め
、
儒
教
や

仏
教
に
対
し
て
神
道
に
根
源
性
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
仏
教
伝
来
と
い
う
歴
史

的
な
事
実
も
、熟
し
た
花
実
が
そ
の
根
本
に
自
然
に
落
下
す
る
よ
う
な
も
の
で
、

仏
教
も
も
と
を
正
せ
ば
神
道
の
分
化
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
。
こ
う
し
た
序
列
の

な
か
で
は
、⽝
纂
疏
⽞
の
仏
教
説
（⽝
原
人
論
⽞）
に
も
と
づ
く
注
釈
は
い
わ
ば
花

実
で
あ
り
、⽛
神
道
ノ
要
文
⽜
は
根
本
（
種
子
）
に
当
た
ろ
う
。
仏
教
説
に
も
と

づ
く
注
釈
と
、
仏
教
伝
来
以
前
の
⽛
神
道
ノ
要
文
⽜
の
符
合
を
確
か
め
る
こ
と

を
通
し
て
、⽝
書
紀
⽞
注
釈
と
い
う
場
で
、
仏
教
説
が
神
道
の
分
化
と
し
て
取
り

入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
神
道
を
根
本
と
す
る
秩
序
の
中
に
外
来
思
想
を
再
編

す
る
こ
と
が
兼
倶
の
⽝
書
紀
⽞
講
釈
で
は
求
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
再
編
は
、
実
際
に
は
南
北
朝
期
に
成
立
し
た
⽝
正
統
記
⽞
の
一
節
で
あ

り
、
そ
も
そ
も
禅
籍
の
表
現
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
一
文
を
、
古
代
に
遡

る
⽛
神
道
ノ
要
文
⽜
と
し
て
転
倒
さ
せ
る
こ
と
で
果
た
さ
れ
る
。
そ
の
と
き
、

三
教
説
と
⽝
書
紀
⽞
叙
述
と
の
符
合
を
あ
く
ま
で
も
〈
理
〉
の
レ
ベ
ル
に
お
い

て
見
る
⽝
纂
疏
⽞
が
持
ち
得
な
か
っ
た
歴
史
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ

─
神
・

儒
・
仏
を
一
つ
の
教
え
の
歴
史
的
展
開
と
し
て
見
る
視
点
が
開
か
れ
た
の
で

あ
っ
た
。注

⚑

久
保
田
収
⽛
吉
田
神
道
の
意
義
⽜⽝
中
世
神
道
の
研
究
⽞（
神
道
史
学
会
、

一
九
五
九
年
一
月
）。

⚒

齋
藤
公
太
⽛
十
六
・
十
七
世
紀
に
お
け
る
⽝
神
皇
正
統
記
⽞
の
受
容
と
正

統
論
の
形
成
⽜（⽝
日
本
思
想
史
学
⽞
五
二
、
二
〇
二
〇
年
九
月
）。

⚓

他
に
も
齋
藤
論
は
⽝
日
本
書
紀
抄
⽞
の
⽛
皇
統
の
無
窮
性
⽜
に
つ
い
て
⽝
正

統
記
⽞
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
も
指
摘
す
る
。

⚔

以
下
、⽝
正
統
記
⽞の
引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系⽝
神
皇
正
統
記

増
鏡
⽞

（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
二
月
）
に
拠
る
。
な
お
、
以
下
本
稿
は
引
用
に

あ
た
っ
て
漢
字
を
通
行
の
字
体
に
改
め
、
私
に
清
濁
、
送
り
仮
名
、
句
読

点
を
加
え
た
場
合
が
あ
る
。

⚕

拙
稿
⽛⽛
正
直
⽜
と
〈
無
一
物
〉
─
⽝
神
皇
正
統
記
⽞
の
禅
的
表
現
を
め
ぐ
っ
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て
─
⽜（⽝
国
語
国
文
⽞
九
二
─
一
〇
、
二
〇
二
三
年
一
〇
月
）
を
参
照
。

⚖

中
世
禅
籍
叢
刊
・
第
十
巻
⽝
稀
覯
禅
籍
集
⽞（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
七
年
七

月
）
翻
刻
の
称
名
寺
蔵
本
（
三
ウ
）。

⚗

遠
藤
純
一
郎
⽛
中
世
伊
勢
神
道
に
於
け
る
⽛
正
直
⽜（
そ
の
⚑
）
神
道
五
部

書
に
見
ら
れ
る
⽛
正
直
⽜
を
め
ぐ
っ
て
⽜（⽝
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
紀
要
⽞

八
、
二
〇
一
五
年
三
月
）、
同
⽛
中
世
伊
勢
神
道
に
於
け
る
⽛
正
直
⽜（
そ

の
⚒
）
度
会
行
忠
の
思
想
に
於
け
る
位
置
を
め
ぐ
っ
て
⽜（
同
⽝
紀
要
⽞
九
、

二
〇
一
六
年
三
月
）
が
網
羅
的
に
論
じ
て
い
る
。

⚘

兼
倶
の
⽝
書
紀
⽞
講
釈
の
聞
書
の
諸
本
に
つ
い
て
は
小
林
千
草
⽝
日
本
書

紀
抄
の
国
語
学
的
研
究
⽞（
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
二
年
五
月
）
を
参
照
。

⚙
⽝⽛
兼
倶
本
⽜⽛
宣
賢
本
⽜
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
⽞（
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
八
四
年
七
月
）
に
拠
れ
ば
、
六
か
所
は
⽛
此
神
ノ
心
ハ
、
明
歴
歴
ニ

シ
テ
、
如
二
明
鏡
当
一
レ
台
、
不
レ
貯
二
一
物
一
照
二
万
象
一
ホ
ド
ニ
、
天
鏡
尊

ヲ
生
也
。
心
不
レ
貯
二
一
物
一
、
而
可
レ
止
二
於
虚
無
一
ト
云
ハ
、
神
道
ノ
要

文
也
（
一
一
〇
頁
）⽜⽛
神
ノ
形
ヲ
知
ラ
ン
ト
ナ
レ
バ
、
其
形
ハ
、
鏡
ト
ア

ラ
ワ
レ
テ
、
不
レ
貯
二
一
物
一
而
写
二
万
象
一
也
（
一
三
五
頁
）⽜⽛
八
咫
鏡
ハ
、

胸
中
不
レ
留
二
一
物
一
処
、
即
鏡
也
（
二
〇
七
頁
）⽜⽛〔
天
鈿
女
は
〕
胸
中

無
二
一
物
一
ニ
シ
テ
、
露
堂
〻
ニ
ミ
セ
タ
ゾ
（
二
〇
九
頁
）⽜⽛
胸
中
ニ
不
レ

貯
二
一
物
一
ハ
神
道
也
（
二
一
一
頁
）⽜⽛
鏡
ハ
内
不
レ
貯
二
一
物
一
、
而
外

写
二
万
象
一
也
（
二
二
〇
頁
）⽜。

10

小
林
千
草
⽛
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
⽝
神
代
上
下
聞
書
⽞⽜（
注
⚘
前
掲

⽝
日
本
書
紀
抄
の
国
語
学
的
研
究
⽞）。

11

以
下
、⽝
神
書
聞
塵
⽞
の
引
用
は
神
道
大
系
・
古
典
註
釈
編
四
⽝
日
本
書
紀

註
釈
（
下
）⽞（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
八
年
一
二
月
）
に
拠
る
。

12

以
下
、⽝
書
紀
⽞
の
引
用
は
岩
波
文
庫
⽝
日
本
書
紀
（
一
）⽞
に
拠
る
。

13

仏
陀
跋
陀
羅
訳
⽝
大
方
広
華
厳
経
⽞
十
地
品
（
独
立
し
て
⽝
十
地
経
⽞
と

称
さ
れ
る
）
で
は
⽛
三
界
虚
妄
但
是
心
作
⽜（⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
⽞
九
巻

（
N
o.0278）
五
五
八
頁
ｃ
）
と
さ
れ
る
が
、
同
経
の
注
釈
た
る
世
親
⽝
十
地

経
論
⽞
を
菩
提
流
支
が
訳
出
す
る
際
に
は
同
箇
所
を
⽛
三
界
虚
妄
唯
是
一

心
作
⽜（⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
⽞
二
六
巻
（
N
o.1522）
一
六
九
頁
ａ
）
と
し
、

そ
の
訳
で
ひ
ろ
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、⽝
十
地
経
論
⽞
を
研

究
す
る
学
派
・
地
論
宗
か
ら
中
国
初
唐
に
い
わ
ゆ
る
華
厳
宗
が
成
立
し
後

に
日
本
に
伝
来
す
る
こ
と
に
な
る
。

14

以
下
、⽝
纂
疏
⽞
の
引
用
は
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
・
第
二
十
七
巻
⽝
日
本

書
紀
纂
疏
・
日
本
書
紀
抄
⽞（
八
木
書
店
、
一
九
七
七
年
一
月
）
所
収
の
天

理
図
書
館
蔵
本
（
清
原
宣
賢
筆
）
の
影
印
に
拠
る
。
私
に
句
読
点
等
を
加

え
書
き
下
し
た
。

15

上
野
英
彦
⽛⽝
日
本
書
紀
纂
疏
⽞
と
宗
密
の
一
心
思
想
⽜（⽝
国
語
国
文
⽞
八

〇
─
二
、
二
〇
一
一
年
二
月
）。

16

中
国
古
典
新
書
⽝
原
人
論
⽞（
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
三
年
一
一
月
）
に
拠

る
。

17

こ
の
⽛
一
乗
顕
性
教
⽜
は
⽝
大
乗
起
信
論
⽞（
以
下
⽝
起
信
論
⽞）
の
所
説

に
大
き
く
拠
っ
て
い
る
。⽝
起
信
論
⽞
の
所
説
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
く

と
、
こ
の
世
界
の
起
点
を
澄
明
な
悟
り
の
心
（
本
覚
）
で
あ
る
と
し
、
そ

の
心
に
⽛
一
念
⽜
が
発
生
す
る
と
、
そ
れ
を
端
緒
と
し
て
こ
の
世
の
す
べ

て
が
仮
に
生
み
出
さ
れ
て
い
く
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。⽝
原
人
論
⽞
は
こ

の
⽝
起
信
論
⽞
の
世
界
観
を
前
提
と
し
て
、⽛
儒
道
⽜（
儒
教
・
道
教
）
の

⽛
混
一
の
元
気
⽜
を
起
点
と
す
る
生
成
論
と
の
整
合
性
を
取
ろ
う
と
す
る
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の
だ
っ
た
。

18

徳
盛
誠⽛
一
条
兼
良
に
お
け
る⽝
日
本
書
紀
⽞⽛
神
代
⽜解
釈
の
態
度
：⽛
神
⽜

解
釈
を
め
ぐ
っ
て
⽜（⽝
超
域
文
化
科
学
紀
要
⽞
二
三
、
二
〇
一
八
年
一
〇

月
）、
同
⽛
参
入
す
る
テ
キ
ス
ト
─
一
条
兼
良
の
⽝
日
本
書
紀
⽞⽛
神
代
⽜

解
釈
─
⽜（⽝
国
語
と
国
文
学
⽞
九
九
─
一
、
二
〇
二
二
年
一
月
）。

19
⽝
纂
疏
⽞
は
⽛
吾
邦
開
闢
の
事
・
幽
明
の
迹
、
古
自
り
神
聖
相
授
し
、
或
は

人
に
託
し
て
宣
言
す
。
而
し
て
其
の
所
説
、
自
ら
三
教
の
理
に
符
合
せ
ざ

る
こ
と
莫
し
⽜（
吾
邦
開
闢
之
事
・
幽
明
之
迹
、
自
古
神
聖
相
授
、
或
託
人

宣
言
。
而
其
所
説
、
目マ
マ

莫
不
符
合
三
教
之
理
）（
二
オ
）
と
述
べ
、⽝
書
紀
⽞

に
叙
述
さ
れ
る
⽛
吾
邦
開
闢
の
事
・
幽
明
の
迹
⽜
が
⽛
三
教
の
理
に
符
合
⽜

す
る
と
い
う
。

20
⽛
国
常
立
尊
⽜
を
⽛
心
⽜
と
解
釈
す
る
こ
と
は
⽝
纂
疏
⽞
中
こ
こ
に
し
か
見

ら
れ
な
い
。
徳
盛
誠
⽛
一
条
兼
良
⽝
日
本
書
紀
纂
疏
⽞
の
⽛
離
陸
⽜
─
ク

ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
を
め
ぐ
っ
て
─
⽜（⽝
季
刊
日
本
思
想
史
⽞
八
三
、
二
〇
一

九
年
六
月
）
が
詳
論
す
る
よ
う
に
、⽝
纂
疏
⽞
は
⽝
書
紀
⽞
本
書
の
⽛
国
常

立
尊
⽜
の
注
釈
で
は
⽛
国
⽜
を
⽛
天
地
⽜
の
意
と
し
、⽛
天
地
⽜
の
恒
久
性

を
表
示
し
た
も
の
と
解
し
て
い
る
。
な
お
、
注
18
徳
盛
（
二
〇
一
八
）
前

掲
論
で
は
㊂
の
⽛
蓋
し
心
と
混
沌
、
其
の
体
全
く
一
な
り
。
又
名
づ
け
て

神
と
曰
ふ
⽜
の
⽛
神
⽜
を
特
定
の
神
格
で
は
な
く
、⽝
纂
疏
⽞
中
で
述
べ
ら

れ
る
⽛
神
理
⽜（
気
の
運
動
に
内
在
す
る
理
と
し
て
の
神
）
を
指
す
と
い
う

解
釈
を
示
す
。

21
⽝
神
書
聞
塵
⽞
の
⽛
幽
事
⽜
の
注
で
は
⽛
治
二
幽
事
一

─
神
道
ゾ
。
神
ハ

形
ニ
ア
ラ
ハ
レ
ヌ
ゾ
。
冥
府
ノ
事
ヲ
ツ
カ
サ
ド
リ
テ
、
有
情
非
情
ヲ
、
マ

ボ
ラ
ウ
ゾ
⽜（
一
一
五
）
と
あ
る
。

22

神
道
大
系
論
説
編
十
八
⽝
北
畠
親
房
（
上
）⽞（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九

九
一
年
三
月
）
三
三
一
頁
。

23

天
理
大
学
附
属
・
天
理
図
書
館
蔵
本
⽝
日
本
紀
聞
書
抜
書
并
神
宮
社
家
神

事
⽞（
二
一
〇
・
一
─
イ
一
四
一
）四
オ
。
奥
書
よ
り
兼
倶
講
、歳
阿
弥
弟
・

円
満
寺
聞
書
と
さ
れ
る
。

24
⽝
神
書
聞
塵
⽞
と
⽝
神
代
巻
抄
⽞
に
お
い
て
⽛
神
道
ノ
要
文
⽜⽛
神
道
要
文
⽜

と
さ
れ
る
の
は
⽝
正
統
記
⽞
②
に
限
ら
れ
る
。

25

吉
田
叢
書
・
第
四
編
⽝
中
臣
秡
・
中
臣
秡
抄
⽞（
叢
文
社
、
一
九
七
七
年
七

月
）
五
四
一
頁
。

26
⽝
倭
姫
命
世
記
⽞
に
は
⽛
心
神
則
天
地
之
本
基
、
身
体
則
五
行
之
化
生
。
肆

元
レ
元
入
二
元
初
一
、
本
レ
本
任
二
本
心
一
、
神
垂
以
二
祈
祷
一
為
レ
先
、
冥
加

以
二
正
直
一
為
レ
本
。〔
後
略
〕⽜（
神
道
大
系
論
説
編
五
⽝
伊
勢
神
道
（
上
）⽞

（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
九
三
年
七
月
）
九
六
頁
）
と
託
宣
が
あ
り
、⽛
こ

の
託
宣
は
倭
姫
命
世
記
の
中
で
も
最
も
重
ん
ぜ
ら
れ
た
部
分
で
、
諸
書
に

引
用
さ
れ
、
神
道
家
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
⽜（
日
本
思
想
大
系
⽝
中
世

神
道
論
⽞（
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
五
月
）
大
隅
和
夫
に
よ
る
頭
注
）
と

い
わ
れ
る
。

27

な
お
、
兼
倶
の
説
く
よ
う
な
⽛
要
文
⽜
が
先
に
存
在
し
て
い
て
、⽝
正
統
記
⽞

が
そ
れ
を
踏
ま
え
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
管
見
の

限
り
、
兼
倶
以
前
に
同
様
の
⽛
要
文
⽜
に
言
及
し
て
い
る
も
の
は
な
い
。

⽝
正
統
記
⽞
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
親
房
は
披
見
し
た
神
道
書
の
抜
き

書
き
を
⽝
元
々
集
⽞
と
し
て
類
聚
し
て
い
る
が
、
も
し
も
既
に
⽛
要
文
⽜

が
存
在
し
て
い
た
の
な
ら
ば
、⽝
元
々
集
⽞
に
見
え
な
い
こ
と
は
不
審
で
あ

る
。
そ
れ
よ
り
も
、⽝
徒
然
草
⽞
の
作
者
・
兼
好
法
師
を
自
家
の
系
図
に
加
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え
る（
小
川
剛
生⽝
兼
好
法
師
：
徒
然
草
に
記
さ
れ
な
か
っ
た
真
実
⽞
（
中

公
新
書
、
二
〇
一
七
年
一
一
月
）
参
照
）
な
ど
、
兼
倶
に
と
っ
て
偽
作
や

捏
造
が
常
套
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
今
回
も
ま
た
兼
倶
の
手
に

よ
る
偽
装
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
兼
倶
の
⽝
書
紀
⽞
講
釈

に
列
席
し
た
公
卿
や
五
山
僧
等
は
、
兼
倶
の
い
う
⽛
要
文
⽜
が
⽝
正
統
記
⽞

の
文
言
に
一
致
す
る
こ
と
を
不
審
と
し
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
も

浮
か
ぶ
。
実
際
、
兼
倶
の
⽝
書
紀
⽞
講
釈
に
列
席
し
て
い
る
中
御
門
宣
胤

（
一
四
四
二
─
一
五
二
五
）
は
、
勾
当
内
侍
向
け
に
⽝
正
統
記
⽞
の
書
写
・

進
上
を
行
っ
て
お
り
（⽝
宣
胤
卿
記
⽞
文
明
十
三
年
三
月
九
日
～
六
月
四
日

条
。
原
克
昭
⽛⽝
日
本
書
紀
⽞
進
講
史
・
断
章
⽜（⽝
中
世
日
本
紀
論
考
：
註

釈
の
思
想
史
⽞
法
蔵
館
、
二
〇
一
二
年
五
月
）
参
照
）、⽛
要
文
⽜
と
⽝
正

統
記
⽞
の
一
致
に
気
が
付
い
た
可
能
性
は
高
い
。
し
か
し
、
そ
の
一
致
が

発
覚
し
て
も
兼
倶
の
主
張
の
瑕
疵
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
兼
倶
の
場
合
、
む
し
ろ
逆
に
⽝
正
統
記
⽞
が
こ
の
⽛
要
文
⽜
を
踏
ま

え
て
い
る
と
歴
史
を
逆
転
さ
せ
て
、
吉
田
家
の
権
威
を
高
め
る
た
め
に
利

用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

28

神
道
大
系
論
説
編
八
⽝
卜
部
神
道
（
上
）⽞（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八

五
年
三
月
）
八
八
頁
。

29

た
だ
し
、
こ
こ
で
⽛
不
レ
留
二
一
物
ニ一
⽜
と
あ
る
の
は
心
の
状
態
を
示
す
も

の
で
は
な
い
。⽛
吾
神
道
者
、
在
テ二
万
物
ニ一
、
不
レ
留
二
一
物
ニ一
⽜
は
、⽛
万
物
⽜

と
⽛
一
物
⽜
を
対
比
し
、⽛
神
道
⽜
が
⽛
万
物
⽜
に
⽛
在
⽜
り
、
特
定
の
⽛
一

物
⽜
に
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

30

徳
盛
（
二
〇
二
二
）
注
18
前
掲
論
。

31

同
説
に
つ
い
て
は
森
瑞
枝
⽛
吉
田
神
道
の
根
本
枝
葉
花
実
説
再
考
⽜（⽝
中

世
神
話
と
神
祇
・
神
道
世
界
⽞
竹
林
舎
、
二
〇
一
一
年
四
月
）
を
参
照
。

〈
付
記
〉
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
課
題
番
号

23K
J0012）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
北
海
道
大
学
国
語
国
文
学

会
令
和
五
年
度
大
会
で
の
発
表
に
も
と
づ
き
新
た
に
ま
と
め
た
。
席
上
及
び
大

会
後
に
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
貴
重
な
資
料
の
利

用
を
許
可
く
だ
さ
っ
た
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
に
も
重
ね
て
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。

（
お
だ
じ
ま

り
ょ
う
・
北
海
道
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
／

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
)


